









































































































































































































































































9 1906年 ドラン	《セ ヌーの小舟》
油彩、カンヴァス・
79×97cm











































































































































































































































































































































































































































































































































































No 制作時期 作者名	《作品名》 技法・寸法 所蔵場所
1 1949年 トビー 　《宇宙的な場》
テンペラ・パステ



























































































































No 制作時期 作者名	《作品名》 技法・寸法 所蔵場所




































































































































No 制作時期 作者名	《作品名》 技法・寸法 所蔵場所





















KOKUSHIKAN UNIVERSITY BUTOKU-KIYOO (NO.29)




ム、Stede l i jk	
Museum





×8 2 3．0×3 0 4．
8cm
シ ア ト ル、
Collection	Mr.and	


















Jo h n 	 Web e r	
Gallery














































ニ ュ ー ヨ ー




























































KOKUSHIKAN UNIVERSITY BUTOKU-KIYOO (NO.29)
4 1981年 ジュリアン・シュナーベル	《海》
油彩・瀬戸物、木
























ニ ュ ー ヨ ー
ク 、 K e l l y	


























































































































KOKUSHIKAN UNIVERSITY BUTOKU-KIYOO (NO.29)







ワ シ ン ト ン、
National	Gallary	
of	Art
8 1986年 ジェフ・クー ンズ　《ウサギ》



















13 1991〜93年 ロバ トー・ゴ バーー　《無題》
フランクフルト、





E m a n u e l	
H o f f m a n n ‐
S t i f t u n g 　
Depositum　im
　Museum














































ニ ュ ー ヨ ー
ク、Cour te sy	
o f 	 B a r b a r a	















































KOKUSHIKAN UNIVERSITY BUTOKU-KIYOO (NO.29)
フォーヴィスムが色彩による自我の解放を実現したのであれば、一挙にスピードと
構造という産業化社会の趨勢を反映して、形態の調和の解体へと突き進んだのがキュ
ビスムであった。空間の整合性を超越し、物自体の本質的なありかたを考えようとす
る姿勢が示されていたのである。
フォーヴィスムやキュビスムなど、描き方でくくられる流派とは異なり、パリとい
う都市に重点がおかれた画家達は、出身地を問わず、自由で開放的な世界を形成して
いた。
1930年代は、昼間の合理的な常識を捨てて、むしろ夜の夢の中や、偶然の出会いを
自動記述することで、新たな表現を開こうとしたシュルレアリスムが展開された。す
べての視覚の常識がくつがえされたのである。
1940年代は、抽象絵画である。表現要素の根源にさかのぼって、いずれも造形の本
質を求めようとしたのである。この流れは、1950年代において、抽象・創造・否定形
へと抽象表現主義へと開花していく。
1960年代は、消費文化先進都市であるロンドンとアメリカにおいて、若者達の共感
を得たポピュラーな美術が、ポップアートである。消費社会に飛び交うパッケージ・
ポスター・コミック・イラスト・報道写真などのグラフィック・イメージをそのまま
絵画に取り込んだ。美術とデザインの境界を取り払い、ひいては美術を社会に解放した。
1970年代は、明快で単純な平面を繰り返すなどの絵画に付け加えられた想像力の幻
想を剥ぎ取ろうとした最小限の芸術・ミニマリズムの展開であった。この展開は、表
現を支えるコンセプトのありかたとも関連したのである。
1980年代は、ミニマルアートの禁欲性やコンセプチュアルアートの概念性に反発し
て、久しく軽視されていた具象絵画・新表現主義・ニューペインティングの展開である。
1990年代は、シミュレーショニズムの動向である。現代社会を記号化・擬似化して
現実以上に現実的としたのである。
そして、デジタルアートにより、モダニズムが金科玉条としていた独自性・オリジナ
リティ信仰は、根底から覆されたのである。
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